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ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と

　
　

戦
後
日
本
に
お
け
る
米
兵
教
育

　
　
　
　
　

―
南
山
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
関
連
し
て
―

林　

雅
代　

は
じ
め
に

筆
者
は
、
南
山
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
︵
以
下
ID
︶
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
国

外
の
教
育
機
関
で
学
ぶ
米
兵
や
退
役
軍
人
学
生
に
と
っ
て
、
そ
の
教
育
機
関
が
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
の
基
準
で
認
証
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
、
帰
国
後
の
編
入
学
・
転
学
︵transfer

︶
な
ど
の
際
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
た
め
、
ID
に
と
っ
て
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
ID
が
、
ア
メ
リ
カ
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
の
ア
フ

ィ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
模
索
し
た
り
、
退
役
軍
人
管
理
局
︵Veterans' A

dm
inistration

︶
か
ら
の
認
定
を
得
る
な
ど
の
こ
と
を
行
っ
た
過

程
を
分
析
し
た
。
ま
た
、
ID
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
、
当
時
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
に

よ
る
高
等
教
育
進
学
者
急
増
と
い
う
状
況
へ
の
対
応
と
し
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
進
展
が
あ
っ
た
と
考



4

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ID
に
と
っ
て
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団

体
に
よ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
ま
た
追
求
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
日
本
の
戦
後
高
等
教
育
改

革
の
一
環
と
し
て
大
学
基
準
協
会
が
設
置
さ
れ
る
と
い
う
動
き
︵
一
九
四
七
年
︶
の
背
景
に
は
、
同
じ
時
期
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
い
う
動
き
の
存
在
が
、
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を

得
た︶

1
︵

。
一
九
九
一
年
代
の
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
や
、
近
年
の
高
等
教
育
の
国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
学
術
的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
お
こ
り
や
、
大
学
基
準
協
会
の
設
立
当
時

の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
で

は
、
開
始
さ
れ
た
頃
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
現
在
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
特

に
第
二
次
世
界
大
戦
の
経
験
を
通
じ
て
、
大
き
く
進
展
を
遂
げ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る︶

2
︵

。
ま
た
、
大
学
基
準
協
会
設
立
時
、
ア
メ

リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
今
日
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
が
す
で
に
全
米
で
十
分
に
確
立
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
民
間
団
体
に
よ
る
質
的
な
評
価
と
い
う
大
学
基
準
協
会
に
お
い
て
実
現
さ
れ
た
方
式
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
も
最
新

の
も
の
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る︶

3
︵

。
占
領
期
の
高
等
教
育
改
革
に
と
っ
て
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け

て
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
は
、
重
要
な
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

ご
く
例
外
的
な
実
践
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
で
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
し
た
の
と
同
時
期
に
、
日
本
国
内
で
も
、

そ
の
影
響
の
も
と
で
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
教
育
実
践
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
ID
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

ID
は
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
、
そ
の
開
設
に
始
ま
り
、
そ
の
終
焉
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
単
な
る
個
別
の
教

育
機
関
に
お
け
る
特
殊
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
う
次
元
を
超
え
て
、
同
時
期
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
問
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題
の
展
開
お
よ
び
そ
の
日
本
の
高
等
教
育
へ
の
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
、
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
る
事
例
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
米
軍
駐
留
期
の
ID
の
状
況
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
背
景
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
こ
と
が
ら
を
課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ア
ク
レ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
き
た
の
か
。
第
二
に
、
特
に
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
と
の
関
わ
り
で
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
に
進
展
し
た
か
。
第
三
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
日
本
の
そ
れ
と
に
は
、
ど

の
よ
う
な
接
点
が
存
在
し
た
か
。
以
上
の
検
討
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題
の
日
本
の
高
等
教
育
へ

の
影
響
に
つ
い
て
解
明
す
る
試
み
の
一
端
と
し
た
い
。

一　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と
学
生
の
移
動

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
中
等
教
育
機
関
に
対
す

る
も
の
と
し
て
始
ま
り
、
そ
の
後
高
等
教
育
機
関
が
相
互
に
行
う
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る︶

4
︵

。
こ
こ

で
は
、
こ
の
よ
う
な
展
開
が
起
こ
っ
た
背
景
や
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
果
た
し
て
い
た
機
能
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
こ

の
こ
と
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
米
兵
教
育
の
実
施
に
際
し
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ

い
て
の
理
解
を
助
け
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

教
育
に
対
す
る
政
府
の
統
制
が
全
体
と
し
て
は
非
常
に
緩
や
か
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
雑
多
な
教
育
機
関
が
乱
立
す
る

傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
実
学
志
向
の
強
さ
が
、
教
育
機
関
や
教
育
内
容
の
多
様
性
を
も
た
ら
し
、
教
育
の
水
準
の
低
下
を
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も
た
ら
す
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
後
半
に
は
、
多
く
の
カ
レ
ッ
ジ
が
収
入
拡
大
の
た
め
、
予
科
を
設
け
て
中
等
学
校
と
区
別
で
き

な
い
よ
う
な
教
育
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
ド
イ
ツ
の
大
学
の
影
響
の
も
と
で
大
学
院
が
発
達
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ

レ
ッ
ジ
と
名
乗
る
教
育
機
関
を
め
ぐ
る
混
乱
に
、
い
っ
そ
う
拍
車
が
か
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
発
達
し
た
の
で
あ
る︶

5
︵

。

州
の
教
育
統
制
の
権
限
が
例
外
的
に
強
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、
一
八
世
紀
末
、
州
政
府
が
州
内
の
高
等
教
育
機
関
を
監
査
し
、

学
位
授
与
や
カ
レ
ッ
ジ
と
名
乗
る
こ
と
を
許
可
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
た
。
ま
た
、
一
八
七
一
年
に
は
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
内

の
委
員
会
が
州
内
の
中
等
教
育
機
関
を
訪
問
し
、
そ
の
教
育
実
践
の
検
討
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
等
教
育
機
関
を
認
定
し
リ
ス
ト
す
る
と
、

そ
の
学
校
の
卒
業
生
は
校
長
の
推
薦
に
よ
り
無
試
験
で
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
入
学
で
き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
一
八
八
五
年

に
は
、
東
部
で
、
中
等
教
育
と
高
等
教
育
の
関
係
を
調
整
す
る
目
的
で
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
・
中
等
学
校
連
盟
︵N

ew
 

England A
ssociation of C

olleges and Secondary Schools

︶
が
成
立
、
そ
れ
に
な
ら
っ
て
一
八
九
五
年
、
中
北
部
カ
レ
ッ
ジ
・
中
等
学

校
連
盟
︵N

orth C
entral A

ssociation of C
olleges and Secondary Schools

︶
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
起
こ
っ
た︶

6
︵

。

こ
う
し
た
動
き
は
、
カ
レ
ッ
ジ
と
中
等
学
校
の
定
義
や
、
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
入
学
基
準
な
ど
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
中
等
教
育
と
高

等
教
育
の
接
続
関
係
を
各
地
域
で
確
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
交
通
機
関
も
発
達
し
、
学
生
・
生
徒
が
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
、
教
育
機
関
間
を
移
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
あ
る
機
関
で
取
得
し
た
単
位
を
別
の
機
関
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
背
景
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う︶

7
︵

。
こ
う
し
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
中
等
教
育
の
標
準
化
が
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
一
九
世
紀
に
入
り
、
専
門
職
の
組
織
的
な
訓
練
が
行
わ
れ
始
め
る
と
、
医
学
分
野
を
嚆
矢
と
し
て
、
専
門
職
別
の
ア
ク
レ
デ

ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
四
七
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
医
師
連
盟
︵A

m
erican M

edical A
ssociation: 

Ａ
Ｍ
Ａ
︶



7

アメリカ高等教育におけるアクレディテーションの展開と戦後日本における米兵教育

が
結
成
さ
れ
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
医
学
校
の
改
革
が
進
む
と
と
も
に
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施

さ
れ
、
質
の
低
い
医
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
た
。
同
様
の
動
き
は
、
法
学
、
教
員
養
成
な
ど
の
分
野
で
も
起
こ
り
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
専
門
分
野
は
増
え
て
い
っ
た︶

8
︵

。

中
等
教
育
機
関
を
中
心
と
し
た
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
専
門
職
別
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
す
る
中
で
、
カ
レ
ッ

ジ
に
対
す
る
全
国
的
な
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
起
こ
り
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
一
九
〇
五
年
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
教

育
振
興
財
団
︵C

arnegie Foundation for the A
dvancem

ent of Teaching

︶
の
創
設
で
あ
る
。
財
団
創
設
の
最
初
の
目
的
は
、
カ
レ
ッ

ジ
の
教
授
に
対
し
て
退
職
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
あ
り
、﹁
カ
レ
ッ
ジ
﹂
を
定
義
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
定
義
と
は
、

専
任
の
教
授
六
名
で
、
四
年
間
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
コ
ー
ス
、
四
年
以
上
の
中
等
教
育
経
験
を
入
学
資

格
と
し
、
一
定
の
基
金
を
有
す
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た︶

9
︵

。

ま
た
、
大
学
院
教
育
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
、
代
表
的
な
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
の
関
係
者
の
間
で
、
高
位
の
学
位
の
志
願
者
の

入
学
条
件
の
共
通
化
に
よ
っ
て
、
大
学
院
生
の
転
学
を
解
決
す
る
こ
と
な
ど
が
議
論
さ
れ
、
一
九
〇
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
大
学
連
盟

︵A
ssociation of A

m
erican U

niversities:

Ａ
Ａ
Ｕ
︶
が
結
成
さ
れ
た
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
殺
到
す
る
留
学
生
の
質
に
疑
念
を
抱
い

た
ベ
ル
リ
ン
大
学
や
そ
の
他
の
ド
イ
ツ
の
大
学
が
、
Ａ
Ａ
Ｕ
加
盟
の
大
学
の
学
生
以
外
は
受
け
入
れ
な
い
と
表
明
す
る
な
ど
、
Ａ
Ａ

Ｕ
の
影
響
力
は
大
き
く
な
っ
た
。
Ａ
Ａ
Ｕ
は
一
九
〇
九
年
、
カ
レ
ッ
ジ
の
標
準
化
に
つ
い
て
の
特
別
委
員
会
の
報
告
書
を
承
認
し
、

一
九
一
四
年
に
最
初
の
認
定
カ
レ
ッ
ジ
の
リ
ス
ト
を
公
表
し
た︶

10
︵

。
二
で
述
べ
る
よ
う
に
、
Ａ
Ａ
Ｕ
は
の
ち
に
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
停
止
す
る
に
至
る
が
、
リ
ス
ト
公
表
は
、
連
邦
政
府
に
よ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
を
受
け
て
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
一
八
六
七
年
に
発
足
し
た
連
邦
政
府
の
教
育
局
︵D

epartm
ent of Education

、
の
ち
にO

ffice of Education

︶
で
は
、

教
育
機
関
の
統
計
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
作
業
の
中
で
、
高
等
教
育
に
関
し
て
、
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
や
カ
レ
ッ
ジ
の
定
義
と
分
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類
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
Ａ
Ａ
Ｕ
加
盟
の
大
学
院
に
入
学
す
る
資
格
を
ど
の
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
に
与
え
る
か
が
問
題
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
一
九
一
三
年
、
各
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
の
大
学
院
で
の
成
績
を
基
準
に
、
カ
レ
ッ
ジ
の
分
類
を
行
っ
た
。
こ
の
リ
ス

ト
が
事
前
に
漏
れ
て
批
判
を
浴
び
た
た
め
、
当
時
の
タ
フ
ト
大
統
領
は
リ
ス
ト
の
回
収
を
命
じ
、
ま
た
後
継
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
も

事
態
の
収
拾
に
努
め
た
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
以
後
、
一
九
一
七
年
よ
り
、
教
育
局
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
に
よ
っ
て
認

定
さ
れ
て
い
る
高
等
教
育
機
関
を
記
載
し
た
、Accredited H

igher Education

の
刊
行
を
四
年
ご
と
に
行
い
、
一
九
六
四
年
版
ま
で
継

続
す
る
こ
と
で
、
自
ら
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
わ
な
い
と
い
う
姿
勢
を
取
っ
た︶

11
︵

。

こ
の
ほ
か
、
一
九
〇
五
年
、
中
北
部
カ
レ
ッ
ジ
・
中
等
学
校
連
盟
が
カ
レ
ッ
ジ
に
対
す
る
査
察
を
開
始
し
、
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ

た
カ
レ
ッ
ジ
の
リ
ス
ト
を
公
表
し
た
。
こ
の
動
き
は
、
他
の
地
域
に
も
急
速
に
広
ま
り
、
地
域
別
の
団
体
が
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た︶

12
︵

。

地
域
別
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
は
当
初
、
大
学
入
学
許
可
条
件
に
よ
っ
て
カ
レ
ッ
ジ
の
質
を
判
定
し
て
い
た
が
、
や
が
て

基
金
や
図
書
館
の
蔵
書
数
、
学
科
数
、
卒
業
用
件
な
ど
、
カ
レ
ッ
ジ
自
体
の
最
低
基
準
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
初

期
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
入
学
基
準
と
カ
レ
ッ
ジ
と
し
て
の
最
低
基
準
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
焦
点
と
な
っ
て
い

た︶
13
︵

。
そ
れ
ら
が
一
定
の
水
準
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
リ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
カ
レ
ッ
ジ
同
士
の
等
価
性
が
保
証
さ
れ
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
が
全
米
に
広
が
っ
た
一
九
世
紀
末
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
経
営
す
る
カ
レ
ッ
ジ
の
学
士
号

を
、
新
た
な
入
学
判
定
基
準
を
採
用
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
が
認
め
な
い
と
い
う
措
置
を
取
っ
た
こ
と
や
、
一
八
九
八

年
の
調
査
で
、
ほ
と
ん
ど
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
カ
レ
ッ
ジ
学
生
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
い
教
育
機
関
に
入
学
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
高
等
教
育
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
専
門
的
な
職
業
教
育
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
資
格
や
社
会
的
な
成
功
の
た
め
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の
機
会
を
求
め
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
生
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
い
教
育
を
選
ん
で
い
た
の
で
あ
る︶

14
︵

。
同
時
に
、ど
の
教
育
機
関
が
﹁
カ

レ
ッ
ジ
﹂
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ
て
い
た
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
育
機
関
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
の
危
機
に
際
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
司
教
た
ち
に
よ
っ
て
一
八
八
七
年
に
当
初
大
学
院
大
学
と
し
て
設

立
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
は
、
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
し
て
い
る
教
育
機
関
に
つ
い
て
は
、
入
学
試
験
な
し
に
ア
メ
リ
カ
カ
ト

リ
ッ
ク
大
学
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
よ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
同
様
の
方
針
を
採
用
し
、
カ

ト
リ
ッ
ク
の
カ
レ
ッ
ジ
と
大
学
院
の
接
続
関
係
を
調
整
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
通
じ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
カ
レ
ッ
ジ
の
レ
ベ
ル
の
向
上

を
図
ろ
う
と
し
た
︶
15
︵

。
南
山
大
学
ID
で
取
得
し
た
単
位
が
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
編
入
時
に
認
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
へ
の

対
応
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
の
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
追
求
さ
れ
た
の
は
、
一
九
世
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
育
が
経
験
し
て
い
た
の
と
あ
る
種
同
様
の
問
題
を
ID
が
経
験
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う︶

16
︵

。
ア
メ
リ
カ
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
﹁
ア

フ
ィ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
と
は
、﹁
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
と
同
義
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
共
通
の
目
的
の
も
と
で
、
教
育

機
関
と
し
て
適
切
に
維
持
さ
れ
る
た
め
の
最
低
限
の
要
件
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た︶

17
︵

。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
水
準
も
教
育
内
容
も
多
様
な
教
育

機
関
が
増
加
し
、
ま
た
上
位
の
教
育
機
関
へ
の
進
学
者
が
増
え
る
中
で
、
ま
た
広
範
囲
に
わ
た
る
学
生
の
移
動
と
い
う
現
象
が
生
じ
る

中
で
、
中
等
教
育
・
カ
レ
ッ
ジ
・
大
学
院
の
間
の
入
学
基
準
を
整
備
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
段
階
の
教
育
機
関
と
し

て
の
最
低
限
の
基
準
を
備
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
求
め
る
も
の
と
し
て
機
能
し
た
。
そ
こ
で
は
、入
学
基
準
や
学
位
の
水
準
か
ら
見
て
、

同
じ
レ
ベ
ル
の
教
育
機
関
と
し
て
の
等
価
性
が
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
州
政
府
や
地
域
別
の
教
育
機
関
の
団
体
、
専
門
職
団
体
の

他
、
高
等
教
育
機
関
自
体
が
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
主
体
と
な
る
ケ
ー
ス
も
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
の

全
米
的
な
基
準
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
連
邦
政
府
が
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
主
体
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
実
施
に
よ
り
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
そ
の

こ
と
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二　

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
Ｇ
Ｉ
ビ
ル

先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
域
ご
と
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
を
中
心
と
し
た
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
全
米
に
広
が
っ
て
い
っ
た
大
き
な
要
因
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
︵Servicem

an's R
eadjustm

ent A
ct of 1944

、PL78 -

346

︶、
お
よ
び
朝
鮮
戦
争
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
︵Veteran's R
eadjustm

ent A
ct of 1952

、PL82 -550

︶
の
実
施
が
挙
げ
ら
れ
る︶

18
︵

。
そ
れ
は
、
こ
れ

ら
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
教
育
機
関
に
対
し
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
一
で
見
た
よ
う
な
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
が
、
連
邦
政
府
の
軍
事
的
な
必
要
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
き
、
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
か
を
、
見
て
い
こ
う
。

一
九
一
〇
年
代
か
ら
、
連
邦
政
府
が
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
高
等
教
育
機
関
の
リ
ス
ト
を
公
刊
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
一
で
述
べ
た
。
サ
ン
ダ
ー
ズ
︵Jennings B

. Sanders

︶
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
動
き
と
関
連
し
て
、
第
一
次
世
界

大
戦
勃
発
の
一
九
一
四
年
、
連
邦
戦
争
省
︵W

ar D
epartm

ent
︶
は
、
陸
軍
士
官
学
校
︵U

S M
ilitary A

cadem
y

︶
へ
の
入
学
候
補
者
に

対
す
る
知
能
検
査
を
、
条
件
に
合
致
し
た
教
育
機
関
で
す
で
に
学
ん
だ
者
に
つ
い
て
は
免
除
す
る
と
し
、
連
邦
教
育
局
は
こ
れ
に
応
じ

て
、
条
件
に
合
致
す
る
教
育
機
関
を
選
定
す
る
た
め
、
高
等
教
育
専
門
家
を
召
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
陸
軍
士
官
学
校
に
よ
っ
て
ア
ク

レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
、
三
五
〇
の
教
育
機
関
の
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
カ
レ
ッ
ジ
の
リ
ス
ト
の
回
収
に
失
敗

し
た
後
ま
も
な
く
、
連
邦
教
育
局
は
、
全
米
規
模
で
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
や
カ
レ
ッ
ジ
の
分
類
に
関
し
て
適
否
を
議
論
す
る
委
員
会
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を
、
地
域
別
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
団
体
や
Ａ
Ａ
Ｕ
そ
の
他
の
高
等
教
育
機
関
の
団
体
、
お
よ
び
専
門
職
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
団
体
で
あ
る
Ａ
Ｍ
Ａ
な
ど
か
ら
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
一
九
一
五
年
、
高
等
教
育
機
関
の
基
準
に
つ
い

て
の
検
討
に
お
い
て
、
教
育
局
と
の
協
力
の
も
と
、
高
等
教
育
に
つ
い
て
の
統
計
に
関
す
る
恒
常
的
な
委
員
会
と
な
っ
た
︵C

om
m

ittee 

R
epresenting the A

ssociation of H
igher Educational Institutions: 

高
等
教
育
機
関
協
会
代
表
者
委
員
会
︶。
委
員
会
は
、
先
の
教
育
局

に
よ
る
リ
ス
ト
作
成
の
試
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
、
学
士
号
の
価
値
を
基
準
と
し
た
分
類
の
継
続
は
望
ま
し
く
な
い
と
結
論
づ
け
、
そ

の
代
わ
り
に
、
カ
レ
ッ
ジ
や
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
の
資
源
や
設
備
、
教
育
上
お
よ
び
運
営
上
の
効
率
性
を
明
ら
か
に
す
る
批
判
的
検
討

の
手
続
き
を
推
進
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
局
は
、
従
来
ど
お
り
の
教
育
統
計
を
収
集
す
る
機
関
に
戻
り
、
高
等
教
育
機
関
の
質
に

つ
い
て
の
判
断
を
行
わ
な
い
機
関
と
な
る
方
向
性
が
敷
か
れ
た︶

19
︵

。

と
は
い
え
、
こ
の
委
員
会
の
作
業
に
お
け
る
教
育
局
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
、
教
育
局
の
高
等
教
育
専
門
官
で
あ
っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ケ
イ
ペ
ン
︵Sam

uel P. C
apen

︶
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
委
員
会
の
報
告
書
に
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
の
一
三
の

基
準
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
カ
レ
ッ
ジ
の
収
入
、
学
部
の
数
、
教
員
数
、
教
員
の
授
業
負
担
数
、
入
学
・
卒
業
の
基
準
、
授
業

形
態
、
図
書
館
や
実
験
室
の
設
備
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た︶

20
︵

。
ど
の
よ
う
な
教
育
機
関
を
カ
レ
ッ
ジ
と
み
な
す
か
に
つ
い
て
の
、
全
米
規

模
で
の
一
定
の
数
量
的
な
基
準
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

高
等
教
育
機
関
協
会
代
表
者
委
員
会
と
の
関
連
性
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
ケ
イ
ペ
ン
を
初
代
の
会
長
と
し
て
、
一
九
一
八

年
、
ア
メ
リ
カ
教
育
協
議
会
︵A

m
erican C

ouncil on Education: 
Ａ
Ｃ
Ｅ
︶
が
組
織
さ
れ
た
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
で
は
、
全
米
州
立
大
学
連
盟

︵N
ational A

ssociation of State U
niversities: 

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
︶等
に
よ
る
、カ
レ
ッ
ジ
と
中
等
学
校
の
基
準
に
関
す
る
全
国
委
員
会︵N

ational 

C
onference C

om
m

ittee on Standards of C
olleges and Secondary Schools

︶
の
活
動
を
受
け
継
い
で
、
一
九
二
一
年
に
カ
レ
ッ
ジ
基

準
委
員
会
︵C

om
m

ittee on C
ollege Standards

︶
を
設
置
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
一
九
二
三
年
、
カ
レ
ッ
ジ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
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ョ
ン
に
つ
い
て
、
入
学
、
卒
業
、
教
員
、
収
入
、
施
設
設
備
、
予
科
、
教
育
内
容
、
査
察
と
い
う
八
つ
の
基
準
を
採
択
し
た
。
だ
が
、

こ
う
し
た
カ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
の
数
量
的
な
基
準
に
対
す
る
批
判
が
相
次
ぎ
、
カ
レ
ッ
ジ
基
準
委
員
会
は
、
一
九
三
五
年
、
基
準
を
廃

棄
し
た︶

21
︵

。

一
九
三
八
年
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
等
に
よ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
共
同
委
員
会
︵Joint C

om
m

ittee on A
ccrediting

︶
が
結
成
さ
れ
、

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
批
判
を
強
め
る
中
、
そ
れ
に
対
し
て
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
、
一
九
四
〇
年
の
会
議
に
お
い
て
、
す
べ
て
の

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
が
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
統
一
的
な
質
問
紙
や
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
ア
ク
レ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
手
続
き
研
究
委
員
会
︵C

om
m

ittee on the Study of A
ccrediting Procedures

︶
が
開
発
す
る
よ
う
、
決
議
し
た︶

22
︵

。

第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
関
心
は
一
時
的
に
薄
れ
た
も
の
の
、
大
戦
が
終
結
す
る
と
、

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
を
め
ぐ
っ
て
、
新
た
な
疑
問
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
実
施
に
当
た
り
、
退
役
軍
人
が
学
ぶ
教
育
機
関
と
し
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
に
よ
る
ア

ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
教
育
機
関
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
授
業
料
等
の
補
助
金
は
、
退
役
軍
人
管
理
局
か
ら
退
役
軍

人
学
生
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
局
か
ら
教
育
機
関
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
形
を
取
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ

ト
さ
れ
る
こ
と
が
教
育
機
関
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た︶

23
︵

。

と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
補
助
金
は
、
各
教
育
機
関
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
形
態
を
取
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、

教
育
機
関
が
教
育
に
あ
ま
り
直
接
関
連
の
な
い
こ
と
が
ら
も
授
業
料
等
に
加
え
て
請
求
す
る
な
ど
問
題
が
生
じ
た︶

24
︵

。
補
助
金
の
不
正
受

給
は
、
し
ば
し
ば
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
て
い
な
い
教
育
機
関
に
お
い
て
起
こ
っ
て
い
た︶

25
︵

。
ま
た
、
退
役

軍
人
学
生
に
対
す
る
教
育
・
訓
練
を
提
供
す
る
機
関
に
は
、
実
際
か
な
り
い
い
加
減
な
も
の
も
多
か
っ
た
ら
し
く
、
退
役
軍
人
学
生
か

ら
の
苦
情
が
数
多
く
訴
え
ら
れ
て
い
る︶

26
︵

。
そ
の
た
め
、
一
九
五
二
年
の
朝
鮮
戦
争
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
制
定
に
際
し
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦



13

アメリカ高等教育におけるアクレディテーションの展開と戦後日本における米兵教育

Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
、
補
助
金
は
教
育
機
関
に
で
は
な
く
、
退
役
軍
人
学
生
に
直
接
支
払
わ
れ
る
形
へ
と
改
め

ら
れ
た
の
で
あ
る︶

27
︵

。

こ
う
し
て
、
高
等
教
育
機
関
に
と
っ
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題
は
、
導
入
の
是
非
や
数
量
的
あ
る
い
は
質
的
な
ア
ク
レ
デ

ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
か
と
い
う
も
の
か
ら
、
む
し
ろ
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
を
前
提
に
、
適
正
な
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体

の
あ
り
方
や
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
教
育
の
質
保
証
に
つ
い
て
へ
と
、
焦
点
が
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
点

に
お
い
て
、
連
邦
政
府
が
一
定
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け
て
、
Ａ
Ａ
Ｕ
は
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
大
学
院
に
も
拡
大
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
こ
れ

に
対
し
て
激
し
い
攻
撃
が
加
え
ら
れ
、
結
果
、
Ａ
Ａ
Ｕ
は
一
九
四
八
年
、
す
べ
て
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
停
止
す
る
に
至
っ
た

も
の
の
、
連
邦
教
育
局
に
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
要
望
し
続
け
て
い
た
︶
28
︵

。

一
方
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
手
続
き
委
員
会
︵C

om
m

ittee on A
ccrediting Procedures

︶
は
、﹁
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
団
体
の
認
定
に
関
す
る
基
準
︵C

riteria for R
ecognition of A

ccrediting A
gencies

︶﹂
の
声
明
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
連
邦

教
育
局
が
刊
行
す
るAccredited H

igher Institutions
の
一
九
四
八
年
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
団
体
の
急
増
に
よ
り
、
そ
う
し
た
新
た
な
団
体
を
認
定
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
る︶

29
︵

。
実
際
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ

ー
シ
ョ
ン
団
体
は
、
地
域
別
団
体
だ
け
で
な
く
、
専
門
職
別
団
体
も
増
加
し
て
い
た
。
専
門
職
別
団
体
の
数
は
一
九
二
八
年
の
五
団

体
か
ら
、
一
九
四
四
年
ま
で
に
は
二
二
団
体
に
増
加
し
た︶

30
︵

。
同
じ
一
九
四
八
年
版
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
が
刊
行
す
るAm

erican U
niversities and 

C
olleges: A H

andbook of H
igher Education

に
は
、
個
々
の
高
等
教
育
機
関
に
つ
い
て
、
ど
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
に
よ

っ
て
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
か
の
情
報
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
連
邦
政
府
は
、
個
々
の
大
学
を
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
行
わ
な
い
が
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
自
体
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を
公
認
す
る
と
い
う
権
限
が
、
朝
鮮
戦
争
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
成
立
に
よ
り
確
立
し
た︶

31
︵

。
こ
の
権
限
に
よ
っ
て
、
連
邦
教
育
局
は
、
公
認
の

基
準
と
公
認
団
体
を
一
九
五
二
年
一
〇
月
四
日
付
のFederal Resister

で
公
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
は
一
九
四
八
年
版
の
連
邦
教

育
局
の
刊
行
物Accredited H

igher Institutions

に
掲
載
さ
れ
た
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
基
準
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
退
役
軍
人
た
ち
は
、

教
育
機
関
で
提
供
さ
れ
る
教
育
訓
練
の
質
が
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る︶

32
︵

。

ま
た
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
、
退
役
軍
人
に
対
し
て
、
兵
役
に
お
け
る
教
育
経
験
で
民
間
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
応
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
民
間
教
育
の
専
門
家
に
よ
っ
て
、
単
位
と
し
て
認
定
す
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
高
ま
り
、
一
九
四
五
年
に
民
間
教
育

機
関
と
地
域
別
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
の
要
求
に
応
じ
て
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
軍
務
経
験
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
委
員

会
︵C

om
m

ission on A
ccreditation on Service Experience

︶
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
、
民
間
教
育
機
関
が
、
入
学
し
て
く
る
退
役
軍

人
学
生
の
兵
役
で
の
教
育
経
験
を
単
位
に
読
み
替
え
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、
軍
務
上
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
タ
ト
ル
ガ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
こ
の
ガ
イ
ド
は
、
朝
鮮
戦
争
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
実
施
に
際
し
て
、
一
九
五
四
年
に
改
訂
さ
れ
た︶

33
︵

。

Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
実
施
を
め
ぐ
っ
て
、
連
邦
教
育
局
が
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
公
的
な
機
関
が
行
う
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
民
間
で
行
う
べ
き
か
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を

め
ぐ
る
論
議
が
高
ま
っ
た︶

34
︵

。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
な
ど
に
よ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
共
同
委
員
会
は
、一
九
四
九
年
、ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
全
国
委
員
会︵N

ational 

C
om

m
ission on A

ccrediting

︶に
改
組
さ
れ
、特
に
専
門
職
別
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
に
対
し
て
、批
判
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
委
員
会
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
に
対
す
る
介
入
が
反
発
を
受
け
る
な
ど
し
て
、
委
員
会
の
活
動
は
混
乱
を
極
め
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
委
員
会
は
、
専
門
職
別
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
に
対
し
て
、
一
定
の
基
準
を
要
求
し
た
り
、
地
域
別
ア
ク
レ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
に
協
力
を
求
め
る
な
ど
し
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
全
国
的
な
統
一
に
貢
献
し
た︶

35
︵

。
委
員
会
は
、
ア
ク
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レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
一
九
五
七
年
に
採
択
し
た
﹁
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
団
体
の
認
定
に
関
す
る
基
準
︵C

riteria for R
ecognized A

ccrediting A
gencies

︶
を
採
択
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ

ョ
ン
団
体
を
認
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た︶

36
︵

。
こ
の
よ
う
に
、
連
邦
教
育
局
に
よ
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
の
公
認
と
は
別
に
、
Ａ

Ｃ
Ｅ
や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
が
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
の
認
定
に
お
い
て
、
一
定
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
一
九
四
八
年
に
は
法
の
修
正
が
行
わ
れ
、
退
役
軍
人
管
理
局
が
認
定
し
た
海
外
の
教
育
機

関
で
も
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
発
行
さ
れ
た
リ
ス
ト
に
は
、
上
智
大
学
を
含
む
日
本
の
い
く
つ

か
の
高
等
教
育
機
関
も
含
ま
れ
て
い
る︶

37
︵

。
上
智
大
学
国
際
部
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
お
よ
び
朝
鮮
戦
争
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
認
可
を

受
け
て
い
た︶

38
︵

。
た
だ
し
、
三
で
見
る
よ
う
に
、
上
智
大
学
国
際
部
に
し
ろ
、
南
山
大
学
ID
に
し
ろ
、
そ
の
教
育
対
象
の
中
心
は
、
退
役

軍
人
学
生
で
は
な
く
、
現
役
の
軍
人
、
と
り
わ
け
空
軍
兵
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
あ
り
よ
う
は
、
こ
れ
ら
海
外
の
教
育
機
関
に
と
っ
て
も
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
一
定
の

影
響
を
も
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
退
役
軍
人
学
生
に
対
す
る
補
助
金
の
対
象
と
な
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
あ
る
学

校
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ス
に
対
応
し
た
も
の
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る︶

39
︵

。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
適
用
の
決
定
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
大
学
と
の
入
学
基
準
の
等
価
性
を
有
す
る
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る︶

40
︵

。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
入
学
基
準
や
学
位
の
等
価
性
を
保
証
す
る
と
い
う
も
の
か
ら
、
教
育
機

関
の
内
実
の
等
価
性
を
問
う
も
の
へ
と
、
変
容
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
教
育
機
関
の
内
実
に
関
し
て
は
、
数
量
的
な
基
準
な
の
か
質
的

な
基
準
な
の
か
を
め
ぐ
り
、
議
論
が
生
じ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
論
議

も
起
こ
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
の
実
施
を
通
じ
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
自
体
は
所
与
の
も

の
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
が
行
う
の
か
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
団
体
の
あ
り
方
の
適
否
な
ど
が
問
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わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
戦
後
、
日
本
の
教
育
機
関
で
米
兵
の
教
育
が
行
な
わ
れ
る
際
に
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
ア

メ
リ
カ
の
高
等
教
育
機
関
と
の
等
価
性
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
教
育
実
践
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

三　

戦
後
日
本
に
お
け
る
米
兵
の
教
育
と
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｇ
Ｉ
ビ
ル
は
、
直
接
的
に
、
な
い
し
は
退
役
軍
人
学
生
を
通
じ
て
間
接
的
に
、
連
邦
政
府
の
補
助
金
を
高
等
教
育
機
関
に
与
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
進
展
さ
せ
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
軍
が
学
費
を
負
担
し
一
般
の
大
学
で
学
ば
せ
る
こ
と

で
将
校
を
養
成
す
る
、
予
備
役
将
校
訓
練
部
隊
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵R

eserve O
fficer's Training C

orps

：
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
︶
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
の

誕
生
︵
一
九
四
六
年
︶
も
、
連
邦
政
府
と
高
等
教
育
機
関
と
の
関
係
を
進
化
さ
せ
た︶

41
︵

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
現
役
の
軍
人
の

教
育
の
必
要
性
が
、
高
等
教
育
機
関
に
さ
ら
な
る
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
が
顕
著
で
あ
っ
た
の
は
、ア
メ
リ
カ
空
軍
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
空
軍
は
、一
九
四
七
年
の﹁
国
家
安
全
保
障
法
﹂︵N

ational 

Security A
ct of 1947

︶
の
制
定
に
よ
り
、
新
設
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、
陸
軍
航
空
軍
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
を
通
じ
て
組
織
的

な
拡
大
を
見
、
実
質
的
に
空
軍
と
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
正
式
に
独
立
し
た
の
は
一
九
四
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た︶

42
︵

。
陸
軍
航

空
部
隊
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
拡
大
し
、
そ
の
拡
大
に
対
応
し
て
、
将
校
に
な
る
た
め
の
学
歴
資
格
が
数
度
に
わ
た
り
引
き
下
げ

ら
れ
た
。
戦
後
に
そ
の
ま
ま
正
規
将
校
に
編
入
さ
れ
た
者
の
多
く
は
、
学
業
を
途
中
で
放
棄
し
て
い
た
。
陸
軍
や
海
軍
で
は
、
Ｒ
Ｏ
Ｔ

Ｃ
出
身
の
予
備
将
校
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
新
設
の
空
軍
に
は
こ
れ
が
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
八
年
七
月

時
点
で
、
学
士
号
を
持
つ
正
規
将
校
の
割
合
は
、
陸
軍
が
七
二
％
、
海
軍
が
七
五
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
空
軍
で
は
四
一
％
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
一
九
四
六
年
に
連
邦
議
会
で
認
め
ら
れ
た
一
般
大
学
に
委
託
す
る
制
度
に
よ
っ
て
、
空
軍
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将
校
が
一
般
大
学
の
学
生
と
し
て
学
士
号
取
得
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、各
軍
と
も
、将
校
・
下
士
官
に
対
し
て
、

課
外
時
間
を
利
用
し
て
付
近
の
大
学
で
学
ぶ
こ
と
を
奨
励
し
た
り
、
通
信
講
座
︵A

rm
ed Forces Institute

︶
で
大
学
レ
ベ
ル
の
学
習
を

行
う
こ
と
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
︵U

niversity of M
aryland

︶
や
、
そ
の
他
の
大
学
の
通
信
教
育
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
も
行
わ
れ

た︶
43
︵

。
こ
う
し
た
兵
士
の
教
育
を
民
間
の
高
等
教
育
機
関
で
行
う
こ
と
に
も
っ
と
も
積
極
的
で
あ
っ
た
の
が
、空
軍
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

軍
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
冷
戦
下
、
兵
士
の
教
育
水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
第
二

次
大
戦
の
た
め
に
徴
兵
さ
れ
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
軍
務
に
就
い
た
兵
士
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
除
隊
し
た
者
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
教

育
訓
練
の
機
会
を
、
軍
務
に
あ
っ
て
も
提
供
さ
れ
る
こ
と
は
、
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
兵
士
側
の
ニ
ー
ズ
の
あ
り
方
は
、
民
間
の
教
育
機
関
に
よ
る
教
育
機
会
に
つ
い
て
の
情
報
を
、
空
軍
兵
士
に
提
供
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
米
兵
へ
の
教
育
機
会
の
提
供
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。﹁
第
二
次
世

界
大
戦
の
終
結
時
、
新
た
な
責
任
が
ア
メ
リ
カ
の
教
育
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
責
任
と
は
、
軍
務
に
当
た
る
者

に
対
し
て
、
継
続
的
な
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
軍
務
に
当
た
る
若
い
男
女
の
多
く
が
、
国
に
奉
仕
す
る
た
め
、
自

分
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
断
し
た
。
彼
ら
は
成
人
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
育
を
必
要
と
し
て
い
た
し
、
求
め
て

も
い
た
。
さ
ら
な
る
教
育
は
、
軍
務
に
お
い
て
、
彼
ら
を
よ
り
価
値
あ
る
存
在
に
な
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
／
ア
メ
リ
カ
の
カ
レ
ッ
ジ

や
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
、
こ
の
問
題
を
解
決
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
次
大

戦
後
ま
も
な
く
、
い
く
つ
か
の
学
校
が
軍
事
基
地
の
軍
関
係
者
に
対
し
て
、
夜
間
の
ク
ラ
ス
を
提
供
し
始
め
た
。
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ン
パ

ス
外
で
の
ク
ラ
ス
に
は
、
う
ま
く
修
了
す
れ
ば
完
全
に
学
位
に
必
要
な
単
位
︵full degree credit

︶
を
保
証
す
る
も
の
も
あ
り
、
カ
レ

ッ
ジ
レ
ベ
ル
の
教
育
に
つ
い
て
の
新
た
な
概
念
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
正
規
課
程
在
籍
に
よ
る
単
位
︵residence credit

︶
が
、

キ
ャ
ン
パ
ス
や
大
学
図
書
館
や
通
常
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
環
境
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
た
カ
レ
ッ
ジ
ワ
ー
ク
に
対
し
て
、
保
証
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さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る︶

44
︵

﹂。
退
役
軍
人
の
み
な
ら
ず
、
継
続
し
て
軍
務
に
就
く
者
の
教
育
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
は
、
国
家
の
責

任
で
行
う
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
高
等
教
育
機
関
は
対
応
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
四
年
九
月
末
時
点
で
、
空
軍
基
地
内
や
そ
の
近
郊
で
、
夜
間
に
空
軍
関
係
者
が
出
席
す
る

ク
ラ
ス
を
、
合
わ
せ
て
二
一
四
の
ア
メ
リ
カ
の
カ
レ
ッ
ジ
や
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
提
供
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

五
〇
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
技
術
学
校
︵technical school

︶
も
、
授
業
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
等
教
育
機
関
キ
ャ
ン
パ
ス
で
正

規
課
程
の
単
位
取
得
が
可
能
な
も
の︵R

esidence C
redit on C

am
pus: R

C

︶が
ア
メ
リ
カ
領
内
で
は
五
九
．
六
％
、領
外
で
は
七
．
六
％
、

空
軍
基
地
で
正
規
課
程
の
単
位
取
得
が
可
能
な
も
の
︵R

esidence C
redit on the A

ir Force installation: 

Ｂ
Ｒ
Ｃ
︶
が
ア
メ
リ
カ
領
内

で
は
三
一
．
四
％
、
領
外
で
は
八
三
．
五
％
、
空
軍
基
地
外
で
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
単
位
取
得
が
可
能
な
も
の
︵Extension C

redit 

off the A
ir Force installation: 

Ｅ
Ｃ
︶
が
ア
メ
リ
カ
領
内
で
は
三
．
九
％
、
領
外
で
は
０
％
、
空
軍
基
地
で
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
単

位
取
得
が
可
能
な
も
の
︵Extension C

redit on the A
ir Force installation: 

Ｂ
Ｅ
Ｃ
︶
は
ア
メ
リ
カ
領
内
で
は
五
．
一
％
、領
外
で
は
八
．

九
％
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
で
見
る
と
、
お
よ
そ
九
割
が
、
高
等
教
育
機
関
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
で
の
正
規
課
程
の
単
位
取
得
が
可
能

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る︶

45
︵

。
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
単
位
で
は
な
く
、
学
位
取
得
に
つ
な
が
る
よ
う
な
正
規
課
程
の
単
位
取
得

が
可
能
な
コ
ー
ス
が
、
高
等
教
育
機
関
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
が
、
空
軍
兵
ら
に
は
望
ま
れ
て

い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
領
内
で
は
と
も
か
く
、
領
外
で
は
、
高
等
教
育
機
関
は
ど
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
空
軍
兵
士
に
正
規
課

程
の
コ
ー
ス
を
提
供
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
１
は
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
、
領
外
で
の
高
等
教
育
機
関
の
リ
ス
ト

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ア
ラ
ス
カ
で
は
ア
ラ
ス
カ
大
学
︵university of A

laska
︶、
中
米
で
は
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
立
大
学
︵Louisiana State 
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U
niversity

︶
と
フ
ロ
リ
ダ
州
立
大
学
︵Florida State U

niversity

︶、
ハ
ワ
イ
で
は
ハ
ワ
イ
大
学
︵U

niversity of H
aw

aii

︶、
と
ア
メ
リ

カ
の
高
等
教
育
機
関
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
、
ア
ジ
ア
地
域
に
関
し
て
は
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
︵U

niversity of C
alifornia

︶
が
挙
が
っ
て
い
る
。
現
地
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学

︵U
niversity of Philippines

︶、
上
智
大
学
︵Sophia U

niversity

︶
お
よ
び
南
山
大
学
︵N

anzan U
niversity

︶、
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
︵U

niversity of M
anchester

︶
の
名
前
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
離
れ
た
地
域

に
関
し
て
は
、
現
地
の
高
等
教
育
機
関
の
協
力
を
得
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
稀
で
あ
り
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
が

専
ら
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
の
う
ち
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
が
提
供
す
る
コ
ー
ス
の
み
が
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
正
規

課
程
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
南
山
大
学
ID
関
連
の
史
料
に
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
名
前
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、

一
九
五
〇
年
代
半
ば
あ
た
り
か
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
が
撤
退
し
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
が
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る︶

46
︵

。
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
が
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ー
ス
し
か
提
供
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
内
部
で
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
を
め
ぐ
っ
て
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

日
本
国
内
の
米
軍
基
地
に
関
し
て
い
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
よ
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た

中
で
、
上
智
大
学
国
際
部
や
南
山
大
学
ID
に
よ
る
正
規
課
程
の
コ
ー
ス
提
供
は
、
魅
力
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
例
え
ば
上
智
大
学
国
際
部
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、﹁
コ
ー
ス
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
提
供
さ
れ
て
い

る
も
の
に
対
応
す
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る︶

47
︵

﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
見
て
取
れ
る
。
学
位
取
得
に
つ
な
が
る
正
規
課

程
の
コ
ー
ス
提
供
が
求
め
ら
れ
、
か
つ
そ
れ
は
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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表1　アメリカ領外で空軍関係者にコースを提供する民間教育機関

基地名

Alaska Air Command
Eielson AFB
Elmendorf AFB
Ladd AFB
Caribbean Air Command
Albrook AFB

Far East Air Forces
Anderson AB
Ashiya AB
Brady AB
Chitose AB
Clark AB
FEAMCOM AB

FEAF Base

Fuchu AB
Itami AB

Itazuke AB

Johnson AB

Kadena AB

Miho AB
Misawa AB
Nagoya AB
Naha AB
Shiroi AB

Tachikawa AB

Taegu AB

Yokota AB

Military Air Transport Service
Azores ATS, Azores
Hickain AFB, Hawaii

Iceland ADF, Keflavik, Iceland
Kindley AFB, Bermuda
Prestwick Airport, Scotland
Tokyo International Airport

Northeast Air Command
Ernest Harmon AFB
Goose AFB
McAndrew AFB
Narsarssuak AB
Pepperrell AFB

University of Alaska
University of Alaska
University of Alaska

Louisiana State University
Canal Zone Junior College

University of California
University of California
University of California
University of California
University of Philippines
University of California
Sophia University 
University of California
Sophia University 
Sophia University 
University of California
University of California
University of California
University of California
University of California
Sophia University
University of California
University of California
University of California
University of California
University of California
Nanzan University
University of California
University of California
Sophia University
University of California
Sophia University
University of California
University of California
University of California
Sophia University

American International College
University of Hawaii
University of Hawaii Extension Division
University of Maryland
American International College
University of Maryland
University of California
Sophia University

University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland

BRC
BRC
BRC

BRC
RC

BEC
BEC
BEC
BEC
BRC
BEC
RC
BEC
RC
RC
BEC
BEC
BEC
BEC
BEC
RC
BEC
BEC
BEC
BEC
BEC
RC
BEC
BEC
RC
BEC
RC
BEC
BEC
BEC
RC

BRC
RC
BRC
BRC
BRC
BRC
BEC
RC

BRC
BRC
BRC
BRC
BRC

13
13
13

8
16

8
8
8
8

17
8

17
8

17
17
8
8
8
8
8

17
8
8
8
8
8

12
8
8

17
8

17
8
8
8

17

12
18
18
8

12
8
8

16（ママ）

8&16
8
8
8

8&16

54
180
124

31
20

58
36
21
16

370
24
53
8

101
7
4

22
10
22
24
10
17
28
31
25
37
50
14
21
9

41
25
13
11
23
5

162
129

2
83
93
40
12
20

85
38
35
34

122

教育機関名 プログラムの
種類

学期の長さ
（週）

学期ごとの平均
登録者数（人）

Sonderestom AB
Thule AB
Strategic Air Command
Hedquarter 7th AD, South Ruislip, England
Ramey AFB, Puerto Rico
US Air Forces in Europe
England
Bentwaters
Burtonwood

Chelveston
Denham Studios
Molesworth
Sculthorpe
Shaftesbury
Shepherds Grove
South Ruislip
Wethersfield
Wiltshire
Wimpole Park
France
Bordeaux
Chateauroux
Haute-Marne
Laon
Paris
Toul-Rosieres
French Morocco
Nouasseur
Rabat
Sidi Slimane
Germany
Berlin
Bitburg
Birkenfeld
Erding
Freising
Furstenfeldbruck
Hahn
Landsberg
Landstuhl
Munich
Ramstein
Rhein/Main
Sembach
Spandahlem
Wiesbaden
Libya
Tripoli
Saudi Arabia
Dhahran
Scotland
Kirknewton
Wales
Flintshire

University of Maryland
University of Maryland

University of Maryland
Florida State University

University of Maryland
University of Maryland
University of Manchester
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland

University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland

University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland

University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland

University of Maryland

University of Maryland

University of Maryland

University of Maryland

BRC
BRC

BRC
BRC

BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC

BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC

BRC
BRC
BRC

BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC

BRC

BRC

BRC

BRC
出所：Civilian Schools Which Offer Classes Attended By Air Force Personnel II In Overseas Areas,
 Air Force Pamphlet AFP34-2-3, Civilian Shool Program for Air Force Personnel, Department of the 
Air Force, 1 September 1955,, pp.14-16より作成（ただし、中等教育レベルの教育機関は除く）。
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表1　アメリカ領外で空軍関係者にコースを提供する民間教育機関

基地名

Alaska Air Command
Eielson AFB
Elmendorf AFB
Ladd AFB
Caribbean Air Command
Albrook AFB

Far East Air Forces
Anderson AB
Ashiya AB
Brady AB
Chitose AB
Clark AB
FEAMCOM AB

FEAF Base

Fuchu AB
Itami AB

Itazuke AB

Johnson AB

Kadena AB

Miho AB
Misawa AB
Nagoya AB
Naha AB
Shiroi AB

Tachikawa AB

Taegu AB

Yokota AB

Military Air Transport Service
Azores ATS, Azores
Hickain AFB, Hawaii

Iceland ADF, Keflavik, Iceland
Kindley AFB, Bermuda
Prestwick Airport, Scotland
Tokyo International Airport

Northeast Air Command
Ernest Harmon AFB
Goose AFB
McAndrew AFB
Narsarssuak AB
Pepperrell AFB

University of Alaska
University of Alaska
University of Alaska

Louisiana State University
Canal Zone Junior College

University of California
University of California
University of California
University of California
University of Philippines
University of California
Sophia University 
University of California
Sophia University 
Sophia University 
University of California
University of California
University of California
University of California
University of California
Sophia University
University of California
University of California
University of California
University of California
University of California
Nanzan University
University of California
University of California
Sophia University
University of California
Sophia University
University of California
University of California
University of California
Sophia University

American International College
University of Hawaii
University of Hawaii Extension Division
University of Maryland
American International College
University of Maryland
University of California
Sophia University

University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland

BRC
BRC
BRC

BRC
RC

BEC
BEC
BEC
BEC
BRC
BEC
RC
BEC
RC
RC
BEC
BEC
BEC
BEC
BEC
RC
BEC
BEC
BEC
BEC
BEC
RC
BEC
BEC
RC
BEC
RC
BEC
BEC
BEC
RC

BRC
RC
BRC
BRC
BRC
BRC
BEC
RC

BRC
BRC
BRC
BRC
BRC

13
13
13

8
16

8
8
8
8

17
8

17
8

17
17
8
8
8
8
8

17
8
8
8
8
8

12
8
8

17
8

17
8
8
8

17

12
18
18
8

12
8
8

16（ママ）

8&16
8
8
8

8&16

54
180
124

31
20

58
36
21
16

370
24
53
8

101
7
4

22
10
22
24
10
17
28
31
25
37
50
14
21
9

41
25
13
11
23
5

162
129

2
83
93
40
12
20

85
38
35
34

122

教育機関名 プログラムの
種類

学期の長さ
（週）

学期ごとの平均
登録者数（人）

Sonderestom AB
Thule AB
Strategic Air Command
Hedquarter 7th AD, South Ruislip, England
Ramey AFB, Puerto Rico
US Air Forces in Europe
England
Bentwaters
Burtonwood

Chelveston
Denham Studios
Molesworth
Sculthorpe
Shaftesbury
Shepherds Grove
South Ruislip
Wethersfield
Wiltshire
Wimpole Park
France
Bordeaux
Chateauroux
Haute-Marne
Laon
Paris
Toul-Rosieres
French Morocco
Nouasseur
Rabat
Sidi Slimane
Germany
Berlin
Bitburg
Birkenfeld
Erding
Freising
Furstenfeldbruck
Hahn
Landsberg
Landstuhl
Munich
Ramstein
Rhein/Main
Sembach
Spandahlem
Wiesbaden
Libya
Tripoli
Saudi Arabia
Dhahran
Scotland
Kirknewton
Wales
Flintshire

University of Maryland
University of Maryland

University of Maryland
Florida State University

University of Maryland
University of Maryland
University of Manchester
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland

University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland

University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland

University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland
University of Maryland

University of Maryland

University of Maryland

University of Maryland

University of Maryland

BRC
BRC

BRC
BRC

BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC

BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC

BRC
BRC
BRC

BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC
BRC

BRC

BRC

BRC

BRC
出所：Civilian Schools Which Offer Classes Attended By Air Force Personnel II In Overseas Areas,
 Air Force Pamphlet AFP34-2-3, Civilian Shool Program for Air Force Personnel, Department of the 
Air Force, 1 September 1955,, pp.14-16より作成（ただし、中等教育レベルの教育機関は除く）。
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南
山
大
学
ID
は
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
に
お
け
る
こ
う
し
た
教
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
、
開
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
名
古
屋
周
辺
の
米

軍
基
地
で
発
行
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
一
九
四
九
年
一
一
月
七

日
付
け
のThe N

agoya N
ugget

紙
に
は
、
南
山
大
学
が
連
邦
教
育

局
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
、
授
業
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
南
山
大
学
関
係
者
お
よ
び
第
五
空
軍
関
係
者
が
検
討
中
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
南
山
大
学
で
の
コ
ー
ス
の
履
修
が
、
ア
メ
リ
カ
の

カ
レ
ッ
ジ
で
の
学
士
号
取
得
に
必
要
な
単
位
取
得
を
可
能
に
す
る

こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
記
事
か
ら
は
、
現
役
で
軍

務
に
服
す
る
米
兵
に
、
学
士
号
取
得
を
可
能
に
す
る
た
め
の
措
置
と

い
う
目
的
が
第
一
で
あ
っ
て
、
退
役
軍
人
が
Ｇ
Ｉ
ビ
ル
に
よ
っ
て
学

ぶ
こ
と
を
可
能
に
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
二
次
的
な
目
的
で
あ
っ

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
︶
48
︵

。

実
際
に
南
山
大
学
ID
の
受
講
者
の
う
ち
、
ど
の
く
ら
い
が
空
軍
関

係
者
で
あ
っ
た
か
を
示
す
統
計
資
料
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
若

干
の
民
間
人
の
受
講
者
も
見
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
名
古
屋
周
辺

に
駐
留
し
て
い
た
空
軍
の
米
兵
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
上

表 2　職業別在学者数（上智大学国際部）
1965年9月 1966年1月 1966年4月 1966年9月 1967年1月 1967年4月 1967年9月

Air Force 102 92 82 121 90 63 92
Army 30 22 29 42 36 40 46
Navy/Marines 16 23 20 25 19 24 38
Air Force civilian 9 5 6 5 3 2 3
Army civilian 13 11 10 9 8 7 7
Navy civilian 3 3 3 2 3 1 3
school teacher 3 2 0 9 7 1 16
Civilians 295 283 246 310 298 308 397
VA students 5 6 6 32 32 38 37
Air Force dependent 84 89 56 98 69 46 46
Army dependent 24 23 14 20 21 12 26
Navy dependent 45 46 24 34 34 31 33
Air Force civilian dependent 7 8 8 3 10 9 13
Army civilian dependent 10 11 8 11 17 12 24
Navy civilian dependent 0 0 0 2 2 3 5
others 1 0 0 0 0 0 0
N/A 4 3 2 14 9 4 9
total 651 627 514 737 658 601 795

出所：SUMMARY STATISTCS ON ENROLMENT IN INTERNATIONAL DIVISION （SEPT. 
1965 - SEPT. 1967）（上智大学資史料室所蔵（資料番号 125-001） より作成       
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智
大
学
国
際
部
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
と
い
う
少
し
遅
い
時
期
の
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
職
業
別
に
在
学
者
の
内
訳
を
み

る
と
、﹁
民
間
人
﹂
を
除
け
ば
、
米
軍
関
係
者
と
思
わ
れ
る
職
業
の
者
が
多
く
を
占
め
て
い
る
お
り
、
中
で
も
空
軍
兵
が
受
講
者
の
多

く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︵
表
２
︶。
ま
た
、
数
は
多
く
は
な
い
が
、
退
役
軍
人
学
生
︵
Ｖ
Ａ students

︶
も
在
学
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

上
智
大
学
国
際
部
の
後
身
に
当
た
る
比
較
文
化
学
部
の
歴
史
に
つ
い
て
記
述
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
九
年
の
国
際
部
創
設
の

理
由
の
一
つ
に
、
米
軍
関
係
者
の
大
学
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
米

軍
関
係
者
が
減
少
し
始
め
、
代
わ
っ
て
外
交
関
係
者
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
そ
の
家
族
が
増
加
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る︶

49
︵

。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
の
上
智
大
学
国
際
部
に
お
い
て
も
、
空
軍
関
係
者
の
在
籍
が
多
か
っ
た
と
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
次
大
戦
に
よ
る
兵
役
に
対
す
る
恩
恵
と
し
て
Ｇ
Ｉ
ビ
ル

が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
を
用
い
て
高
等
教
育
に
進
学
す
る
者
が
多
く
生
み
出
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
軍
務
を
継
続
す
る
者
に
対
し
て
も
高

等
教
育
機
会
を
提
供
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
と
り
わ
け
そ
れ
は
、
兵
士
の
学
歴
水
準
が
相
対
的
に
低
か
っ
た
空
軍
に
お
い
て
顕
著
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
正
規
課
程
の
コ
ー
ス
が
望
ま
れ
た
た
め
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
が
提
供
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
正
規
課
程
の
コ
ー
ス
を
、
日
本
国
内
の
近
郊
の
米
軍
基
地
に
属
す
る
米
兵
ら
に
対
し
て
、
上
智
大
学

国
際
部
や
南
山
大
学
ID
は
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
コ
ー
ス
が
正
規
課
程
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
高

等
教
育
機
関
へ
編
入
す
る
際
に
読
み
替
え
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
教
育
組
織
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

元
来
、
入
学
基
準
や
学
位
の
水
準
に
よ
っ
て
、
教
育
機
関
の
等
価
性
を
保
証
し
、
ひ
い
て
は
教
育
機
関
の
質
を
一
定
に
維
持
す
る
と

い
う
機
能
を
果
た
す
も
の
と
し
て
導
入
さ
れ
た
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
を
契
機
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
国
外
を
も
含
め
た
広
範
な
学
生
の
移
動
に
も
対
応
す
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
重
要
性
を
高
め
て
い
っ
た
。
そ
の
影
響
は
、
南

山
大
学
ID
や
上
智
大
学
国
際
部
に
も
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
時
の
日
本
の
高
等
教
育
機
関
に
と
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
前
提
と
し
て
い
た
社
会
状
況
を

欠
い
て
い
た
た
め
に
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
に
つ
い
て
の
理
解
が
困
難
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
元
来
の
機
能
で
あ
っ
た
﹁
質
の
等
価
性
の
保
証
﹂
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
考
慮
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︶
50
︵

。　

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
四
七
年
五
月
に
行
わ
れ
た
﹁
第
一
回
大
学
設
立
基
準
設
定
連
合
協
議
会
﹂
で
の
講
演
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ

高
等
教
育
局
顧
問
の
イ
ー
ル
ズ
︵W
alter C

. Eells
︶
が
﹁
日
本
の
現
在
学
生
の
転
校
は
余
り
な
い
と
伺
つ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も︶

51
︵

﹂
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
学
生
の
教
育
機
関
間
の
移
動
が
一
般
的
で
は
な
く
、﹁
質
の
等
価
性
の
保
証
﹂

は
、
学
生
の
属
す
る
教
育
機
関
の
活
動
内
容
と
い
う
以
上
に
、
学
生
に
対
す
る
入
学
試
験
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
今
日
と
比
較
す
れ
ば
、
高
等
教
育
機
関
の
質
の
維
持
や

向
上
と
い
っ
た
こ
と
以
上
に
、
入
学
基
準
や
編
入
、
単
位
の
互
換
性
の
問
題
な
ど
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
そ
も
そ
も
の
お
こ
り

に
際
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
ら
へ
の
解
決
策
と
し
て
の
意
味
が
、
ま
だ
ま
だ
根
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
実
際
、
イ
ー
ル

ズ
の
講
演
で
も
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
学
生
の
進
学
や
転
学
な
ど
の
際
に
、
あ
る
い
は
大
学
間
の
交
流
に
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役
立
つ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
各
大
学
の
質
向
上
や
高
等
教
育
全
体
の
質
向
上
が
必
ず
し
も
中
心
的
な
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い︶

52
︵

。

文
部
省
の
中
央
統
制
を
排
除
し
、
教
育
機
関
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
、
多
様
な
教
育
機
関
間
の
質
を
保
証
し
、
そ
の
向
上
を
図
る
と

い
う
意
図
で
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
が
推
し
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
高
等
教
育
だ
け
で
な
く
、
中
等
教
育

に
も
必
要
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
と
り
わ
け
、
ア
メ
リ
カ
で
、
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
中
等
教
育
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
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に
お

け
る
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
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ョ
ン
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を
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め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
仮
説
を
提
起
し
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
と
思

う
。
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The Development of Accreditation in American Higher Education
and Education of American Military Personnel in Postwar Japan
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Abstract

　This paper argues what the development of accreditation in American higher 

education implied in the American context from the end of nineteenth century to the 

postwar era in terms of its influence on the postwar Japanese education.

　Accreditation occurred out of the expansion of higher education and the increased 

students mobility in the American higher education.  In this context, accreditation 

was to assure equivalence among secondary and post secondary educational 

institutions, in terms of requirements in admission and diploma.  The education of 

American military personnel, especially Air Force personnel by the international 

divisions of Sophia University and Nanzan University corresponded to the growing 

importance of accreditation in American higher education which experienced the 

need for quality control through the growth of untraditional students and role of the 

federal government by GI bill.




